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      北 広 島 消 防 の 歴 史  

 

私設消防時代 

大正 2 年 5 月 広島村初の火防組合と消防組が結成された。 

大正 7 年 3 月 火防組合が解散し、これに代わり私設消防組が発足、消火資器材として

は、トビ、布袋等を使用したと伝えられる。 

昭和 9 年 7 月 消防組が改組され、消火機材に腕用ポンプを導入した。 

昭和10年 4 月 寄付等で運営されていた消防組に村費より初の補助があり、新たに腕用

ポンプ及びホース、布製タンク、布製バケツ等を購入した。 

 

公設消防時代 

昭和12年 2 月 議会で広島村消防組の設置が決定され、東部地区に第１分団、西部地区

に第２分団を配置した。 

昭和14年 4 月 戦時態勢により消防組と防護団が併合され広島村警防団を設置し、火防

の他、灯火管制、警報を任務とした。 

昭和22年 7 月 終戦により広島村警防団が解散し、新たに広島村消防団を設置した。   

昭和24年 3 月 初の消防ポンプ自動車（三輪車）が導入され第１分団に配置した。ま

た、腕用ポンプは第２分団に配置した。 

昭和27年12月 広島６３番地に第１分団の総合的な消防会館が竣工し、機材置場及び管

理人住宅を併置した。 

昭和28年 2 月 ポンプ自動車（四輪車）を第１分団に配置し、三輪自動車は廃車。 

昭和32年 2 月 可搬動力ポンプを第２分団に配置した。 

昭和33年 2 月 可搬動力ポンプを第１分団に配置した。 

昭和34年 3 月 第２分団にポンプ運搬用の三輪自動車を配置した。 

昭和40年 8 月 第２分団の機材置場を改築し、四輪ポンプ自動車を配置した。 

昭和43年 1 月 大曲地区の発展に伴い第３分団を配置した。 

昭和47年 4 月 西の里地区の発展に伴い第４分団を設置した。 

 

近代消防時代 

昭和49年 4 月 町の発展に伴い広島町消防本部及び消防署が、政令による常備体制の指

定に基づき発足した。 

昭和49年12月 消防庁舎が現在の北進町１丁目に竣工した。 

昭和50年 8 月 署に救急車を配置し救急業務を開始した。（車両は北海道共済連より寄

贈された） 

昭和52年 3 月 小型動力ポンプ付水槽車（水槽容量 10t ）を配備した。（防衛施設庁の

補助による） 

昭和52年 7 月 町内の医療施設により内科、小児科の夜間休日の当番医療体制が開始さ

れ救急医療体制が充実した。 

昭和52年12月 はしご付き消防ポンプ自動車（30ｍ級）を配備した。 

昭和54年 8 月 北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会を当町（広葉中学校）で

開催した。 

昭和54年10月 道央自動車道の札幌南インターチェンジと北広島インターチェンジ間の

開通により、第３分団詰所に職員３名と救急車１台を常駐させた。 

昭和55年12月 大曲地区の発展に伴い、消防署大曲出張所を開設（第３分団詰所併置） 

し職員１１名と水槽付ポンプ自動車、救急車、ポンプ自動車（第３分団）

を再配置した。 

昭和56年 4 月 夜間急病センターが開設（診療科目は内科、小児科）された。 

昭和56年 6 月 予防業務の拡充に伴い広報車を導入した。 

昭和57年 9 月 無線電話の基地局を富ヶ岡（北広島リハビリーセンター）から大曲（大

曲出張所）に移設した。 

昭和57年10月 消防指令装置（Ⅰ型）を導入した。 
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昭和58年 7 月 全道消防救助技術訓練指導会に初参加した。 

昭和58年 8 月 消防無線電話装置に全国共通波（基地局は、消防本部）を装備した。 

昭和62年 7 月 消防署の機構改革により副署長を配置した。 

平成 2 年 3 月 消防署に救助工作車を配置した。 

平成 2 年10月 消防署の気象観測装置を更新した。 

平成 4 年 8 月 無線サイレン吹鳴装置を更新した。 

平成 5 年 4 月 在宅当番医の自動案内装置が導入され、運用を開始した。 

平成 5 年 6 月 消防無線電話装置基地局（全国共通波）を更新した。 

平成 5 年12月 西の里地区の人口増加に伴い、消防署西の里出張所を開設（第４分団詰

所併設）し、水槽付ポンプ自動車を配置した。 

平成 6 年 5 月 救急救命士第１号が誕生する。 

平成 6 年11月 救急車２台に患者監視装置が装備され、応急処置拡大９項目中７項目実

施体制となる。（心電図電送を除く） 

平成 8 年 6 月 消防団に初めて女性消防団員１０名を採用した。 

平成 8 年 8 月 全国消防救助技術大会（札幌市）に初参加した。 

平成 8 年 9 月 市制施行に伴い、北広島市消防本部と名称変更した。 

平成 8 年10月 消防職員委員会が発足した。 

平成13年 3 月 第１分団詰所を改築した。 

平成13年 7 月 消防署の水槽付消防ポンプ自動車を化学消防ポンプ自動車に更新し、は

しご付消防自動車（38ｍ級）を更新した。 

平成13年 8 月 札幌圏防災関係機関合同訓練を実施した。（大曲工業団地） 

平成14年 3 月 消防本部・消防署の増築庁舎が完成した。（ＲＣ３階建 1,361.44 ㎡） 

平成14年 6 月 北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会を当市で開催した。 

平成15年 3 月 消防緊急通信指令施設 ( Ⅱ型 ) を導入、運用を開始する。 

平成15年11月 大曲出張所の救急車を高規格救急車に更新した。 

平成17年12月 本署の救急車（高規格救急車）を更新した。 

平成19年４月 非常時の災害復旧の拠点として北広島市防災センターが共栄 586-10 に設

立された。 

 

協力団体関係 

昭和59年 1 月 大曲地区に婦人防火クラブを結成した。 

昭和59年 5 月 広島町防火委員会を結成した。 

昭和59年 9 月 東部地区に幼年消防クラブを結成した。（広島大谷幼稚園） 

昭和60年 7 月 大曲地区に幼年消防クラブを結成した。（大曲大谷幼稚園） 

昭和60年10月 東部地区に幼年消防クラブを結成した。（広島幼稚園） 

昭和60年12月 ひろしま少年消防クラブを結成した。 

昭和61年 3 月 東部地区に婦人防火クラブを結成した。 

昭和62年10月 西の里地区に幼年消防クラブを結成した。（西の里保育園） 

昭和63年 5 月 広島町危険物安全協会を設立した。 

平成元年10月 日本防火協会より幼年消防クラブ（広島大谷幼稚園）に鼓笛隊セットが

寄贈された。 

平成 4 年 2 月 東部地区に幼年消防クラブを結成した。（天使幼稚園） 

平成 4 年10月 日本防火協会より幼年消防クラブ（大曲大谷幼稚園）に鼓笛隊セットが

寄贈された。 

平成 5 年 9 月 第１１回婦人防火全国大会（夕張市）に２婦人防火団体が出席した。 

平成10年 5 月 北広島市危険物安全協会創立１０周年 

平成11年 5 月 輪厚地区に幼年消防クラブを結成した。（輪厚保育園） 
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               過去の主な災害記録 

 

 

明治31年 9 月 7 日   中の沢に水害が発生した。 

大正 3 年 8 月    中の沢地区に水害が発生し、水１０尺余、被害面積３００町歩     

～ 9 月       余、被害総額３，４３４円。 

昭和14年 4 月    児童福祉施設天使の園全焼１９７坪を焼失した。原因は失火。 

  昭和15年 4 月24日  広島市街（現字広島）の大火、１６戸２８棟焼失し近隣の消防 

           の応援を受けた。  原因は不明。 

 昭和21年 4 月    中 ノ 沢 地 区 に 水 害 が 発 生 し ６ ０ ４ 町 歩 が 冠 水 し 、 被 害 総 額 

          ６，０３０千円。 

 昭和23年 4 月 7 日  吉本宅及び杉山宅の２戸１棟が全焼し２２．５坪が焼失した。 

  昭和25年 8 月 1 日  開村以来の水害。降雨量３００㎜を超え、広島市街及び中の沢     

～ 3 日 地区にかけ被害発生し、家屋流失、半壊１３棟等で被害総額３1, 

           ８７７千円。                     

 昭和27年 7 月 2 日  富ヶ岡学園の寮舎４５４坪のうち２１０坪が焼失した。恵庭・

島松消防、警察予備隊の応援を受けた。 

 昭和29年 9 月26日  台風１５号の影響で死者１名、建物全半壊３４０棟、農林等被 

          害総額６６，３００千円。 

 昭和30年12月    光顕寺本堂１００坪を全焼、原因はローソク。 

 昭和34年 9 月    中の沢地区と各河川流域で水害、被害面積５００町歩、特に土 

          木農林施設に被害が多く、被害総額は９，０３７千円。 

 昭和37年 8 月    台風９号及び１０号の影響により中の沢地区が冠水した。 

 昭和39年 6 月    集中豪雨により中の沢地区が冠水した。 

 昭和40年 9 月    台風２３号の影響により中の沢地区が冠水した。 

 昭和43年 5 月    十勝沖地震により全村に被害があり、特に集合煙突の倒壊が目 

          立った。震度は４ . ５から５と推定される。 

 昭和50年 8 月22日    台風６号の影響により水害が発生、輪厚川及び千歳川が氾濫し 

      ～23日 た。被害面積５０６ヘクタール、被害総額１９２，２２９千円。 

 昭和56年 8 月 3 日   約３週間に渡り、台風１５号及び２３号の影響及び雨の影響で 

      ～23日 島松川及び輪厚川の堤防が決壊した。 

 昭和59年 6 月 2 日  大曲にある病院の職員送迎バスが野津幌川に転落し、看護婦ら 

          ３６名が重軽傷を負った。 

 昭和62年 8 月25日  台風１２号の影響で豪雨（２９８mm）があり、土木及び農業施 

      ～26日 設に被害が発生した。被害総額１６２，１３３千円。 

 平成 2 年10月 7 日  町立の中学校で火災が発生し校舎１３７平方メートルが焼失し 

          た。被害総額２１，１００千円。 

 平成 3 年 8 月 9 日  南里酪農家の牧草収納庫から出火、牛舎、物置等４棟全焼した。     

被害総額は５３，０６２千円。 

 平成 5 年 9 月13日  大曲工業団地で倉庫の全焼火災があり、鎮火まで約１０時間を 

          要した。被害総額４２０，１５０千円。 

 平成16年 9 月 8 日  台風１８号の影響により突風で飛ばされるなど４名の市民が重

軽症を負う。また野菜の倒伏、街路樹の倒木等の被害が発生し

た。被害総額１４０，２４７千円。 
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常　備 非常備 施　設 救　急 合　計

18 872,368 19,524 1,107 8,086 901,085 5.18 14,845 36,634

19 765,925 19,837 1,602 7,998 795,362 4.68 13,048 31,792

比較 ▲ 106,443 313 495 ▲ 88 ▲ 105,723 ▲ 0.51 ▲ 1,798 ▲ 4,842

区分

年度 常　備 非常備 施　設 救　急 合　計

19,437,934 792,579 18,891 1,728 40,106 853,304 4.39%

17,266,966 789,998 18,608 277 7,596 816,479 4.73%

▲ 2,170,968 ▲ 2,581 ▲ 283 ▲ 1,451 ▲ 32,510 ▲ 36,825 ▲0.34%

１．０９㎢ ６．５８㎢

人　口

１．３２㎢

世　帯

６８４人 ５６４人 ３，３８６人

２８１世帯

一般会計

▲ 382,707

一般会計

２３１世帯 １，３８９世帯

市民１人
当り

（円）

１世帯当
り（円）

17,379,260

16,996,553

消 防 費 一般会計
の比率

消 防 費 一般会計
の比率
(％)

単位：千円

比　較

平成18年度

平成17年度

決　算

年
度

消　防　力　と　消　防　予　算

当初予算
単位：千円

消防力と人口比較

面　積

消 防 職 員 １ 人 当 り 消 防 団 員 １ 人 当 り 消防自動車等１台当り

（平成１９年４月１日現在）
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8913

初 任 教 育

幹部
教育

1

2

2救 助 科

幹 部 科

はしご自動車運用課程

173

そ
の
他

23 36 46 34

20

2

1

消防大学

北

海

道

消

防

学

校

警 防 課 程

危 険 物 科

火 災 調 査 科

救 急 科

予 防 査 察 科

16

4

15

2

2

1 1

3

4

1

3 1

1

1

特

別

教

育

1

4

2 2

現 地 教 育 訓 練

普 通 教 育 課 程

そ
の
他

教　育　等　派　遣　状　況

6

1

18

2

北
海
道
消
防
学
校

行 政 機 関 研 修

合　　　計 34

団

員

1

22

19

2

21

1

3

1

1

1

20

3

14

3

2

1

1

1

1

1

2

1

4

2

幹 部 教 育 課 程

気 管 挿 管 講 習 1

薬 剤 投 与 講 習

救 急 救 命 士 養 成 課 程

大 型 自 動 車 免 許 取 得

11

4

0

0

4

4

4

1

4

1

1

11

2

1

職

員

新任消防長研修

専

科

教

育

1

1

救 急 高 度 課 程

救 急 隊 長 課 程

1

合計

5

15

10

1

17

0

年度課程
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39
運

転

免

許

普　　通 １・２種

大　　型　　特　　殊

大　　型 １・２種 25 6 77

1

7

10 12

1 4 2 1 8

1

27 3

3 12

2

67

13 2

3

3 16

5

49

16

5

3

5 6

6

30

7 22 35 3

71

5 16 3 1 25

25 37

22 20 24

3

48

2 2

16 6

2

474 15 19

25

1 1

1 1

2 1 1

2

1 6 8

1 1

1

4

3

4 2

（人）

消
防
士

そ
の
他

（１６）

0

9

合
　
計

7

3

15

4

（１）（３９）

司
令
長

司
　
令

司
令
補

士
　
長

（１） （７）（２５）

Ⅰ 課 程

Ⅱ課程・標準課程・救急科

救 急 救 命 士

玉 掛 技 能

救 急 資 格

救 助 資 格

酸素欠乏危険作業主任者（１．２種）

ガ ス 溶 接 技 能

車 両 系 建 設 機 械 運 転 技 能

消 防 設 備 士
甲  種

乙  種

消 防 設 備 点 検 資 格 者

　職　員　資　格　取　得　状　況

小 型 船 舶 操 縦 士 （ ２ 級 以 上 ）

第 １ 種 衛 生 管 理 者

自 動 車 整 備 士 （ ２ ・ ３ 級 ）

ア ー ク 溶 接 技 能

特 殊 無 線 技 師 （ 電 話 級 含 ）

危 険 物 取 扱 者
甲　種

乙　種

小 型 移 動 式 ク レ ー ン

階 級

資 格

－7－



　庁　舎

昭和49年12月

（平成14年3月増築）

大 曲 出 張 所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  （併置）

西の里出張所

   (併置）

　※消火栓

　　単口　　429基

　　双口　   55基

　※防火水槽

　　輪厚地区　1基

　　に20㎥のものが設置さ

ている

一部コンクリートブロック

１ 番 地 １

備　　　　　考

120.00

92.15

458.16

120.00

平成13年 2月

昭和56年10月

180.26

0

0

前　　年　　比

前　年 増　減

0

560

0

0

41

　　　　　　　　　　消　防　施　設

1,398.02 466.98 平成 5年12月

(平屋一部2階建）

233.00

敷地面積

1,051.88

面積（㎡）

名　称 構　　　造所　在　地

北 進 町 1 丁 目
鉄筋コンクリート

(3階建）

消 防 本 部

建築面積

昭和55年12月

2,224.51

竣　　工

延べ面積

2,994.96

818.00

(2階建）

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

消   防   署

大曲中央2丁目

２ 番 地 ２

西の里東1丁目

４ 番 地 ２ ０

３ 番 地 １

鉄筋コンクリート

西 の 里 地 区

28

41

170

322.00

170

52

823.96

389.76

鉄筋コンクリート

合    計

142

484

39

56076

170

5213

大 曲 地 区

127

コンクリートブロック

（平屋建）

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

　消防水利

合  計

輪厚中央４丁目

１ ４ 番 地 ３

消火栓

149 21

防火水槽

コンクリートブロック

(2階建）

共栄町１丁目

東 部 地 区

031 10輪 厚 地 区

北 広 島 団 地

170

123 4 127

種別

地区

東部地区２基、輪厚地

区１基に２０㎥のものが設

置されている。
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種   　　 別 取 得 年 月 日

小 型 ポ ン プ 付

水 槽 車

は し ご 付

消 防 自 動 車

水槽付ポンプ車

大 曲 出 張 所

水槽付ポンプ車

西 の 里 出 張 所

高 規 格 救 急 車

大 曲 出 張 所

 級別 A2 規格放水量（2.3m3／min)

（水１－A）水1,500ℓ  小型ポンプ（B－2）積載

 級別 A2 規格放水量（2.4m3／min)

高 規 格 救 急 車
 日産

平成１７年１２月  ４ＷＤ　パラメディック
 TC－FPWG50ｶｲ

 （水Ⅱ）水3,000ℓ 薬液500ℓ

 級別 B2 規格放水量（1.2m3／min)

昭和６３年１０月
 級別 A2 規格放水量 (2.3m3／min)

　(水Ⅱ）水2,000ℓ

昭和６２年１１月

平成１５年１０月

昭和６０年１０月

第４

分団
水槽付ポンプ車

 いすゞ

 P-FRR12FAVｶｲ

第３

分団
ポ ン プ 車

 ニッサン

 P-CM87Bｶｲ

第２

分団
ポ ン プ 車

 いすゞ 4WD

 P－FRS12EAｶｲ

平成１２年 ３月

 TC－FPWG50ｶｲ

 小型ポンプ(B－3)　を積載

 級別 A2 規格放水量 (2.4m3／min)

平成 ２年１２月
 級別 A2 規格放水量 (2.0m3／min)

　(水Ⅱ）水2,000ℓ

 級別 B2 規格放水量 (1.4m3／min)
ポ ン プ 車

 いすゞ

 P－FRR12Fｶｲ

 トヨタ

 kk－XZU372

 （Ⅱ)   水10,000ℓ

平成 ９年 ２月  ４ＷＤ　スーパーメディック

平成 ２年 ３月  （Ⅱ)   

平成１３年 ７月  ３８ｍ級

平成 ５年 ２月

出
　
　
張
　
　
所

　(CD-Ⅱ) 小型ポンプ(B-3)を積載

 U－FH２KLBAｶｲ

 日産

平成 ７年 ３月

平成 ５年１２月

第

１

分

団

高 規 格 救 急 車
 いすゞ

 KC－NPS71LNｶｲ

 日野

 U－FH２KLBAｶｲ

 日野

水槽付ポンプ車

平成１３年 ７月

 三　菱

 KC-FK618Gｶｲ

 KL－PR4FPHF

 日　野
消
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
署

水槽付ポンプ車

救 助 工 作 車

 いすゞ

 いすゞ

 P-FTR13HAｶｲ

 日野

 化学消防ポンプ自動車

 E-SSE8Rカイ
平成 ２年１０月

指 揮 車 平成１０年 ９月

 KG－FH２PHGAｶｲ

 トヨタ

広 報 車

連 絡 車

 KH－UBS73GWカイ

消　　　防　　　車　　　両

 級別 A2 規格放水量（2.4m3／min)

本
　
　
部

 ４ＷＤ　　ＡＴ

 ４ＷＤ　　

 ４ＷＤ　　ＡＴ
 KC-LH119ｶｲ

 （水Ⅱ）水3,000ℓ　

 級別 A2 規格放水量（2.4m3／min)

性　能　等　・　放　水　量車 名・型 式

平成 ９年 ９月

 マツダ

平成 ８年 ３月

 U－CXZ71JDｶｲ

 いすゞ

 小型ポンプ(B－2)　を積載

 （水Ⅱ) 水3,000ℓ

 級別 A2 規格放水量（2.5m3／min)

 ４ＷＤ　パラメディック
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1 2 4 2 4 12 7 32 36 ▲ 4

2 1 9 12 24 25 ▲ 1

2 23 25 20 5

22 22 19 3

5 5 7 ▲ 2

0 0 0

前 年 増 減

68 108 107

団
　
員

120

団　員　年　齢

4 5

63 58 43

50歳～59歳

40歳～49歳

30歳～39歳

20歳～29歳

合　　　　計 1 2 107 1

平　均　年　齢 69 65 66 50 5360

4 69 1084 5 23

20歳　未満

部
　
長

班
　
長

団
　
長

副
団
長

分
団
長

60歳　以上

1

181 1 105第4分団

前　年　比

23

副
分
団
長

合　 計 1 2 4

1

0 20

25414

121 4

25

19

1 1 5 17

19第3分団 1 1

22 36 ▲ 3 37

第2分団 1 25 25 0

0 13

第1分団 1 1 2 7 33

本　団 1 2 （女性）8 13（女性）2

団　  員　  状　  況

団
　
長

副
団
長

定 員
前　年　比

前 年 増 減

団　員　数 （平成１９年４月１日現在）

合
　
計

分
団
長

副
分
団
長

部
　
長

班
　
長

団
　
員

合
　
計

13

階級

組織

階 級

年齢別
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団員勤続年数

団 員 勤 続 年 数・職 業 別 状 況

108

33

25

18

19

14

8

7

6

0

1

1

2

2

1

26

1

1

3

1

4

公務員

5

5

27

4

1

3

3

12

4

1

1

不動産業

1728

その他運輸通信 合 計

25

2

2

合　  　計

　第 2 分 団　

　第 3 分 団　

　第 4 分 団　

　第 1 分 団　 5

4

8

1

2

11

1

21

3

1

3

235

15

34

製造業

34

3

8

3

2

108

4

7

12

2

4

6

合　計

12

121

3

2 5

団 員班 長

1

1 4

分団長

2

21

1

13

3232

1 10 12

小売業

39

2

サービス業

34

建設業

平　　　　均 52

69 1081

10

 5年～　9年

5年　未　満

農  業

30年～34年

25年～29年

20年～24年

15年～１9年

団員職業別

（平成１９年４月１日現在）

40年  以上

35年～39年

1

副分団長副団長

3

団　長

1

部　長

1

10年～１4年

合　　　　計

本　　団

階級
年数

区分
組織

農 業, 27

建設業, 11

小売業, 21

製造業, 4

運輸通信, 

4

サービス

業, 26

公務員, 1 その他, 14

職業別

（人）
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北海道広域消防相互応援協定に基づく出場状況

1　 応援出動状況 平成19年12月31日 現在

札幌市(1件)・恵庭市(2件)

江別市(1件)

江別市(1件)

南空知(1件)

江別市(1件)

札幌市(1件)・恵庭市(2件)

江別市(2件)

南空知(1件)

２　応援要請状況

恵庭市(10件)

札幌市(10件)

恵庭市(3件)

札幌市(1件)

札幌市(11件)

恵庭市(13件)

火災出動 1

件数 出動車両台数

4

応援先

救急出動

救助出動

出場人員

4 7

2 8

10

搬送人員

2

6

0

21

28

計 7 19

警戒出動 00

0

0

搬送人員

8

0

出場人員

59

17

11 39

0

火災出動 3

0

94

0

要請先件数 出動車両台数

救助出動 0

救急出動 20 29

41 137 17

警戒出動 1 1 4 0

計 24

分類

種別

分類

種別

-12-



合 計 362 364 310 363 371 325 412 380 375 380 380 374 4,396 4,221 175

災　害　等　覚　知　別　受　報　状　況

　平成19年中の受報件数は4443件となって

おります。　通報別では119通報が2132件、

携帯通報が878件、北海道警察等専用回線

が462件、加入電話が136件、IP電話が369件、

上記以外の通報が466件となっています。

　月別受報状況

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計
前 年 比

前 年 増 減

火　　災 2 2 1 1 2 2 2 3 3 4 3 0 25 27 △ 2

警　　戒 7 3 12 3 4 6 6 11 9 4 3 7 75 60 15

調　　査 1 0 0 0 0 1 0 3 3 2 5 0 15 8 7

救　　急 166 151 142 134 139 139 176 159 132 149 142 167 1,796 1,685 111

救　　助 5 2 2 1 3札幌市(10件) 4 1 3 3 5 4 33 41 △ 8

そ の 他 2 0 2 1 2 2 0 0 4 0 0 1 14 24 △ 10

救　　護 7 12 8 13 6 9 16 9 16 6 10 13 125 122 3

救　　護
（応　急）

13 10 8 5 7 5 12 13 8 9 13 13 116 76 40

問い合せ 47 51 41 28 54恵庭市(13件) 52 60 47 59 55 47 541 569 △ 28

まちがい 23 25 17 21 27 16 15 16 25 23 23 15 246 277 △ 31

訓　　練 7 6 8 45 28 47 28 19 17 39 21 7 272 234 38

いたずら 13 7 11 15 11

86

7 11 8 8 12 14

78

15 132 149 △ 17

88 91 90 100 7096試 験 等 69 95 58 85 1,006 949 57

200

230

260

290

320

350

380

410

440

470

500

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

(件）

(月)

月別

区分
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計 前年 増 減

火 災
（非火災含む）

3 2 1 1 2 3 2 5 3 4 3 1 30 26 4

警 戒 8 3 11 3 4 4 7 10 7 4 4 6 71 59 12

調 査 0 0 0 0 0 0 0 2 3 2 4 0 11 10 1

その他 2 0 2 1 2 2 0 0 5 0 0 2 16 22 ▲ 6

救 護 8 15 8 12 7 9 14 9 14 6 11 11 124 128 ▲ 4

救 護
（応急）

12 9 7 6 7 5 12 13 10 9 12 12 114 71 43

出動回数合計 33 29 29 23 22 23 35 39 42 25 34 32 366 316 50

（救急・救助出動を除く）は３６６

います。

件で前年に比べ５０件増加して

し、火災出動も前年に比べ４件

　本年は、救急件数の増加に伴

い、救護（応急）出動（救急隊の

活動支援のため同時出動する）が増加

災　害　出　動　状　況

　平成１９年中の各種出動件数

増加となっています。

月　別　出　動　状　況

火 災

警 戒

調 査

その他

救 護

救 護

出動件数

３６６件

(応急)

年間出動件数グラフ

月別

区分

-14-



15 16 17 18 前年比 平 均

25 29 34 26 30 ( 1 ) 4 29

65 66 58 59 71 ( 1 ) 12 64

17 17 13 10 11 ( 0 ) 1 14

13 90 19 22 16 ( 0 ) ▲ 6 32

119 138 144 128 124 ( 3 ) ▲ 4 131

62 63 113 71 114 ( 0 ) 43 85

301 403 381 316 366 ( 5 ) 50 353

　過去５年の出動件数

過　去　５　年　の　出　動　状　況

火 災
（非火災含む）

警 戒

19

応援出動とは他の市町村への出動（例：交通事故が北広島市と他市の境界で発生し現場が他市だった場合)である。

合 計

※　(　)内数字は応援出動の件数であり各出動件数に含まれている。

救 護
（応急）

調 査

その他

救 護

0

50

100

150

200

250

300

350

400

15 16 17 18 19

火
災

（年）

年
区分

救
護

(件）

警
戒

調
査

そ
の
他

救
護

（
応
急
）

（年）
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火　災　発　生　状　況

建 物

6

車 両

4

その他

5

種別件数

１５件

東部地区

5

西の里地区

2

輪厚地区

4

大曲地区

4

地区別件数

１５件

0

1

2

3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

その他

車

林

建

（月）

（件）

平成１９年中の火災発生件数は

前年より２件増え１５件でした。

火災の種別では、建物火災が６件

で全体の４０％を占めており、次

いでその他火災５件、車両火災４

件の順となっています。

また建物火災により死者が１名

負傷者が１名発生しています。
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前 年 増 減

2 1 1 1 3 1 2 1 1 1 1 15 13 2

建　物 2 1 1 1 1 6 8 ▲ 2

林　野 1 ▲ 1

車　両 2 1 1 4 1 3

その他 1 1 1 1 1 5 3 2

2 1 3 1 1 8 8

全　焼 2 1 3 2 1

半　焼

部分焼 1 1 2 4 ▲ 2

ぼ  や 1 1 1 3 2 1

18 2 49 96 1 166 1,963 ▲ 1,797

住  宅 2 1 3 359 ▲ 356

非住宅 18 49 96 163 1,604 ▲ 1,441

9 ▲ 9

1 1 2 9 ▲ 7

全　損 5 ▲ 5

半　損

小　損 1 1 2 4 ▲ 2

1 4 5 26 ▲ 21

1 1 1

1 1 1

東部地区 1 1 1 1 1 5 2 3

北広島団地 4 ▲ 4

輪厚地区 1 1 1 1 4 4

大曲地区 1 1 1 1 4 3 1

西の里地区 1 1 2 2

地
 
区
 
別

月　別　火　災　発　生　状　況

前  年  比
合 計

（
㎡
）

建物焼損面積

負 傷 者 数

り 災 人員

（
世
　
帯
）

死  者  数

火 災 件 数

り災世帯数

（
件
）

林野焼損面積(a)

建物焼損棟数

（
棟
）

1 2 3 4 5 6 7 128 9 10 11
区分

月別
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15 16 17 18 19

建　　　物 10 7 12 8 6

林　　　野  1  

車　　　両 3 9 6 1 4

そ　の　他 7 6 5 3 5

合　　　計 20 22 23 13 15

年別

種別

火災種別出火件数の推移

0

5

10

15

20

25

30

35

（
件
数
）

建　　　物 林　　　野 車　　　両 そ　の　他
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15 16 17 18 19

出 火 件 数 20 22 23 13 15

損害額（千円） 94,497 8,748 33,782 87,705 14,584

年別

区分

出火件数・損害額の推移

0

5

10

15

20

25

30

35

（

件
数
）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

（

損
害
額
）

出 火 件 数 損害額（千円）
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15 16 17 18 19 増減

1 1 1 1 1

1 1 5 2 ▲ 2

1 1 1

2 1 2 1

3 4 3 1 2 1

2 3 2 2

1 1 1 2 1

2 2 1 ▲ 1

4 9 8 1 1

5 1 4 5 4 ▲ 1

20 22 23 13 15 2

た き 火

時 間 別 火 災 発 生 状 況

不明・調査中

合 計

そ の 他

　過去５年の原因別火災発生状況

た ば こ

焼 却 炉

放火（疑い含）

火 遊 び

こ ん ろ

ス ト ー ブ

配 線 ・ 器 具

年別
原因

0

1

2

3
0～2

2～4

4～6

6～8

8～10

10～12

12～1414～16

16～18

18～20

20～22

22～24

不明 平成18

平成19
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　　　救　急　出　動　状　況

156
163

149
136

179

145 138

170
171

154
144 142

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（件）

（月）

軽症 865中等症 646

重症 157

死亡 44

北広島団地
546

大曲 444

東部 490西の里 206

輪厚 141

その他 9高速 11

●　平成19年中は1847件の出動があり、1712人を搬送しました。前年と

　比較すると出動件数が106件、搬送人員は77人増加しました。

　　搬送人員の程度別では、軽症が最も多く全体の50％を占めており昨

　年と同じ傾向が見られます。

月 別 出 動 件 数

平成19年
程度別搬送人員
合計 1,712人

平成19年
地区別発生件数
合計　1,847件
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年　齢　別　救　急　搬　送　人　員　状　況

少年, 81

老人, 716

乳幼児, 104 新生児, 2

成人, 809

新生児　（生後28日以内）

乳幼児　（生後29日以上7歳未満）

少年　（7歳以上18歳未満）
　
成人　（18歳以上65歳未満）

老人　（65歳以上）

平成19年
年齢別搬送人員

1,712件
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15 16 17 18 19 増　減

出動件数 1,603 1,707 1,838 1,741 1,847 106

搬送人員 1,504 1,600 1,713 1,635 1,712 77

　　　過　去　５　年　の　出　動　状　況

区分

年別

区分

500

800

1,100

1,400

1,700

2,000

15 16 17 18 19 年

（件）

出動件数

搬送人員
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123 401 1084 683

8 33 65 32回数

受講者

03671052852

509450

1920 2928

738810

応　急　手　当　講　習　会　実　施　状　況

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 増減

回数

受講者

回数

受講者

35 40 18 0 0 0

0 0

1177 439

37 8

普通救命
　講習

一般救命
　講習

年別
区分

●平成8年から実施している応急手当普及啓発事業は11年が経過し普通救命講習修
了者はＡＥＤを用いた普通救命講習Ⅰを含めると約7200人となりました。これは総
人口に対し約12％の普及率にあたります。
　昨年と比較すると回数・受講者ともに増加し、一般市民によるＡＥＤへの関心が
高まったこと、また学校や公共施設等へのＡＥＤ設置により講習会受講者が増加し
たことが要因と考えられます。今後更なる講習会実施により救命率の向上が期待さ
れます。

普通救命
 講習Ⅰ

その他,
174

事業所,
144

町内会
等　, 147

福祉関
係　, 213

学校関
係, 499

平成１9年
一般救命講習
受講者数

合計　1，177人

市役所,
385

その他の
団体, 164

学校関係,
438

福祉関係,
18

事業所,
53

町内会等,
26

平成１9年
普通救命講習Ⅰ

受講者数
合計1,084人
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乗用車の単独事故

乗用車の単独事故

出動件数 62 62 83 70 43 ▲27件

活動件数 25 19 23 25 27 2件

出動人員 414 489 506 392 418 26人

救助者数 20 17 25 24 25  1人 22.2件

前年比

64.件

23.8件

443.8件

　　　　　救　助　出　動　状　況

1918

【過去５年の出動状況】

15 16 17 5年平均

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（件数）

（月）

月別出動件数

7

22

3

1
1

7

2

地区別発生件数

大曲
東部
輪厚
高速
西の里
団地
その他

４３件

月別

年別

区分

区分

(件）

○平成19年中の出動件数は前年

から27件減の43件でした。

○活動件数は27件と前年より2件

増加しており、救助者数は25名

と前年より1名増加となっており

ます。

○出動件数を事故種別ごとに見

る交通事故が25件、建物事故が

10件その他の事故が6件、機械事

故が1件、火災による事故が1件

の順になっております。

※出動件数の内、前年比で大幅

な増減が見られる原因について

は、平成19年から事故種別の取

扱いを見直したことによる。
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           Ｎo.1

N0 月 種 別 活動 要救助者

1 1 交通 無

2 1 交通 有 男１・女１

3 1 交通 無

4 1 その他 有 男1 

5 1 交通 無

6 2 火災 有 男１

7 2 交通 無

8 2 機械 無

9 3 建物 有

10 3 建物 無

11 3 建物 有 男１

12 3 交通 有 男１

13 4 交通 有 男１

14 5 交通 有 男1 

15 5 建物 無

16 5 交通 無

17 6 交通 有 男１

18 6 交通 有 男１

19 7 その他 有 男１

20 7 建物 有 女１ 

21 7 建物 有 女１ 

22 7 建物 有 女１ 

23 7 交通 無

24 7 交通 有 男1 

25 8 その他 無

26 8 建物 無

27 9 交通 有 男1 

28 9 交通 有 女１ 

29 9 交通 有 男1 

30 9 その他 有 男1 

４ｔトラックの転落事故

トラックと軽乗用車の衝突事故

ワゴン車の単独事故

転落事故

トラクターが川に転落した事故

室内に閉じ込められたもの

梯子から転落した事故

室内に閉じ込められたもの

トイレに閉じ込められたもの

トイレに閉じ込められたもの

車両3台の衝突事故

タイヤショベルの転落事故

傷病者の位置が特定できず検索したもの

乗用車の単独事故

自転車のペダルとフレームに足を挟まれたもの

トラック同士の追突事故

公衆トイレに閉じ込められたもの

乗用車同士の衝突事故

タクシーの単独事故

共同住宅火災

軽乗用車の単独横転事故

作業中鉄筋に巻き込まれた事故

室内に閉じ込められたもの

室内に閉じ込められたもの

室内に閉じ込められたもの

年　間　出　動　状　況

除雪車と乗用車の衝突事故

転落事故

乗用車の単独横転事故

乗用車同士の衝突事故

１ＢＯＸ車の単独横転事故

事　　　故　　　内　　　容
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  　　   No.2

NO 月 種 別 活動 要救助者

31 10 建物 無

32 10 交通 無

33 10 交通 有 女１

34 11 建物 有 女１

35 11 交通 無

36 11 交通 有 女１

37 11 交通 無

38 11 交通 無

39 12 交通 有 女１

40 12 交通 有 女１

41 12 交通 有 男1

42 12 その他 有

43 12 その他 有

乗用車と軽自動車の側面衝突事故

乗用車同士の衝突事故

トラックと乗用車の衝突事故

トイレに閉じ込められたもの

乗用車と軽自動車の衝突事故

車両３台による衝突事故（管轄外）

乗用車が路外に逸脱した事故

年　間　出　動　状　況

事　　　故　　　内　　　容

誤って緊急通報装置を作動させたもの（誤報）

行方不明者の検索

乗用車の単独事故

車両３台による衝突事故（管轄外）

室内に閉じ込められたもの

乗用車の単独横転事故
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44 22 6 11 8 91

57 25 8 18 9 117

着工届出 21 3 5 14 1 44

設置届出 32 6 6 21 4 69

57 13 6 23 6 105

335 72 48 160 64 679

15 2 1 13 31

4 1 3 1 9

41 5 4 22 7 79

4 2 5 11

13 4 3 10 4 34

1 1

10 5 1 4 2 22

15 8 2 6 5 36

少量危険物貯蔵取扱届

西の里地区 合 計

煙 火 打 ち 上 げ 届 出

指定可燃物貯蔵取扱届

発電･変電･蓄電池設備届

少量危険物タンク検査申請

火災と紛らわしい行為の届

消防用設備等点検結果報告書

ボイラー･炉・かまど届

アセチレン･液化石油ガス届出

防火管理者選(解）任届出

消防計画作成（変更）届

消防用設備等

防火対象物使用開始届出

予　防　関　係　各　種　届　出　状　況

東 部 地 区 北広島団地 輪 厚 地 区 大 曲 地 区

地 区

届 出
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工事別受付状況

新 築 28 8 6 22 14 78

増 築 3 1 5 3 12

そ の 他 3 1 1 5

34 9 7 28 17 95

専 用 住 宅

併 用 住 宅 1 1

店 舗 2 1 2 4 9

工 場 5 2 2 9

事 務 所 8 1 4 5 18

飲 食 店

病 院 1 1

学 校 1 3 4

幼 稚 園 2 2

共 同 住 宅 7 1 2 7 4 21

複 合 用 途
ビ ル

倉 庫 5 1 7 2 15

官 公 署 1 3 4

下 宿 ･ 寮

遊 技 場

車 庫

そ の 他 6 3 1 10

34 9 7 28 17 95

 

1

消　防　同　意　処　理　状　況

東部地区 北広島団地 輪厚地区 大曲地区 西の里地区 合　計

合　　 計

工
　
事
　
別

合　　　計

1

用
　
　
　
　
　
　
　
途
　
　
　
　
　
　
　
　
別

地区

区分
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1 ロ 公 会 堂 ･ 集 会 所 10 7 3 10 4 34

2 ロ 遊 技 場 ･ ダ ン ス ホ ー ル 4 1 2 7

3 ロ 飲 食 店 6 1 3 5 2 17

百 貨 店 ･ マ ー ケ ッ ト 等 32 5 7 24 14 82

イ 旅 館 ･ ホ テ ル ･ 宿 泊 所 2 1 3

ロ 寄 宿 舎 ･ 共 同 住 宅 238 96 13 100 30 477

イ 病 院 ･ 診 療 所 ･ 助 産 所 10 4 1 7 3 25

ロ 福 祉 施 設 等 15 3 4 4 19 45

ハ 幼 稚 園 ･ 養 護 学 校 等 3 3 1 4 1 12

学 校 ･ 専 門 学 校 12 6 2 3 7 30

図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 1 1

9 ロ 公 衆 浴 場 1 1 2

神 社 ･ 寺 院 ･ 教 会 11 2 4 3 1 21

12 イ 工 場 ･ 作 業 場 122 26 181 25 354

13 イ 自 動 車 車 庫 ･ 駐 車 場 13 2 10 20 3 48

倉 庫 103 33 128 26 290

上 記 以 外 の 事 業 場 157 18 39 98 42 354

イ １項～５項イ・６項･９項イを含む複合用途 61 27 6 34 10 138

ロ 上 記 以 外 の 複 合 用 途 35 7 7 23 8 80

重 要 文 化 財 ・ 史 跡 等 1 1

835 182 160 645 199 2,021

4

5

6

8

（延べ床面積１５０㎡未満を除く）

17

7

16

15

合　　　　　　　　　　　　　　　計

11

14

防　火　対　象　物　状　況

対　　　象　　　物　　　区　　　分

東

部

地

区

北

広

島

団

地

輪

厚

地

区

大

曲

地

区

西

の

里

地

区

地　区　別　対　象　物　数

合

計
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東 部 地 区 5 28 15 5 67 44 9 20 17 210

北 広 島 団 地 2 15 3 2 7 29

輪 厚 地 区 4 5 24 21 20 3 77

大 曲 地 区 17 2 1 34 93 2 17 13 179

西 の 里 地 区 1 1 1 23 8 9 5 48

合 計 5 50 23 9 163 169 11 68 45 543

設 置 許 可 申 請 1 1 6 1 1 1 11

変 更 許 可 申 請 2 1 2 2 13 3 1 24

（設置）完成検査 1 2 6 1 1 1 12

（変更）完成検査 2 1 2 2 13 3 1 24

仮 使 用 承 認 申 請 1 1 2 4

譲 渡 引 渡 届 出 6 12 6 1 25

廃 止 届 出 6 19 2 2 29

完 成 検 査 前 検 査 29 29

予防規程制定認可 2 1 18 10 31

保安監督者選解任届出 1 10 9 2 16 2 40

仮貯蔵仮取扱承認申請 1 1

合 計 9 14 14 1 21 98 2 52 19 230

移

動

タ

ン

ク

地
　
区
　
別
　
設
　
置

事
　
　
務
　
　
処
　
　
理
　
　
状
　
　
況

屋

　
　
　
　
内

製

　
　
造

　
　
所

危　　険　　物　　施　　設　　状　　況

合

　
　
　
　
　
　
計

取 扱 所貯　　　　　　蔵　　　　　　所

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

屋

　
　
　
　
外

給

油

取

扱

所

一

搬

取

扱

所

製造所等別

区 分

製造所等別

区 分
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東 部 地 区 北広島団地 輪 厚 地 区 大 曲 地 区 西の里地区 合 計

25 26 12 12 38 113

1 1 2

8 9 4 4 25

8 4 4 4 20

1 1 1 3

43 40 12 22 46 163

25 56 9 28 23 141防 火 対 象 物 訓 練

防 火 広 報

写 生 会

防 火 教 室

広　　報　　活　　動　　状　　況

署 内 見 学

そ の 他

合 計

地区
区分
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北広島市消防本部シンボルマーク 

 

 災害を覚知してからの迅速な「行動（ス

ピード）」、活動における強い「腕力･脚力」、

そして再燃防止･火災原因を研究する「目」。 

 これら３つの要素を兼ね備えたワシを北

広島市消防本部の象徴としている。 
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